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◆プレゼンテーション時間割 

6 月 27 日（土） 15:30～16:30 

 

 

 

◆プレゼンテーション会場案内図 
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◎A会場 
A-1,2： 6/27（土）15:30～15:50 
■会 社 名： 日本ジェネリック製薬協会 
■タイトル： 日本ジェネリック製薬協会におけるジェネリック医薬品の使用促進への取り組み

■概要 
日本ジェネリック製薬協会（略称：ＧＥ薬協）は、ジェネリック医薬品（以下「GE」という。）を

製造販売する企業を会員とする団体で、ＧＥの普及と使用促進のための活動を積極的に進めてい

る。GE に係る薬価、品質、安全性、薬制等様々な課題に対応するため、協会内に委員会を設置し、

活動している。また、政府の目標である 2012 年度までにＧＥの数量シェアを 30％を達成するため、

信頼性向上プロジェクトを設置し、GE の安定供給、品質確保、情報提供の各課題に取り組んでい

るので、これらの活動状況を紹介する。 

URL：http://www.jga.gr.jp/ 
 
 
A-3： 6/27（土）15:50～16:00 
■会 社 名： 大洋薬品工業株式会社 
■タイトル： 「人がすこやかであるために」 大洋薬品工業株式会社の品質 
■概要 
独自性がある優れた経営戦略を実行した結果、第５回ポーター賞を受賞。高山工場は、最新のテ
クノロジーや設備を持つ製薬関係施設を表彰する ISPE 主催の「Facility of the Year 2007 製薬
設備革新部門賞」を受賞しています。  

ジェネリック医薬品の基本である、高品質で安価な医薬品を安定供給し、圧倒的な品揃え（国内

最多 565 品目）を誇り、多様な顧客ニーズに対応可能な「ワンストップ・ジェネリック」を実践

しております。今回はその一端をご紹介します。 

 

URL：www.taiyo-yakuhin.com 
 
 
A-4： 6/27（土）16:00～16:10 
■会 社 名： マイラン製薬株式会社 
■タイトル： マイラン製薬 - Global Quality , Global Trust - 
■概要 
マイラン製薬は保栄薬工・メルク製薬から数え、2010 年には創業 60 周年を迎えます。その間、ユ

ーザーフレンドリーな製剤開発を目指してきました。また、｢くすりにできることのすべてを｣を

会社のスローガンとして、GE 医薬品だけでなく、エピペンなどの専門性に富む新薬や局方、消毒

薬など幅広い製剤を扱い、独自の 3 つの PMS 活動を推進して品質確保に努めています。さらに米

国で50周年を迎えるMylan.Inc傘下の企業として、Globalな情報提供活動を常に心がけています。

 
URL：http://www.mylan.co.jp 



5 

◎A会場 
A-5： 6/27（土）16:10～16:20 
■会 社 名： キョーリンリメディオ株式会社 

■タイトル： 「もうひとつの笑顔へ」 

■概要 
社名の『キョーリン』は真の医療を表す｢杏林｣の二文字が起源となっています。 

 昔、中国の董奉と云う医師が無報酬で治療に当り患者さんが全快した時に杏の株を受け取りその苗を

植えました。結果、近郷近在は鬱蒼とした『杏の林』となりました。それから｢杏｣または｢杏林｣の字句が医

療等を表す言葉として日本に伝わりました。 

 また、『リメディオ』はｲﾀﾘｱ語の Rimedio（治療 / 薬）を用いました。 

 キョーリングループにおけるジェネリック医薬品メーカーとして、健康に対する思いを込め、この２つの言

葉から社名と致しました。 

URL：http://www.kyorin-rmd.co.jp 
 
 
A-6： 6/27（土）16:20～16:30 
■会 社 名： アジレント・テクノロジー株式会社 

■タイトル： 不純物プロファイリングでの Agilent ソリューション 

■概要 
困難な不純物プロファイリングをサポートするアジレント・テクノロジーの新技術を紹介します。

これまで不可能だった分析を可能にする超高速高分離 UHPLC～Agilent 1290 Infinity LC と

ChromSword を用いたメソッド開発迅速化、競合医薬品との差異解析や医薬品品質管理を容易にす

る多変量解析 Mass Profiler Professional など、アジレントならではのソリューションを説明さ

せていただきます。 

 
URL： www.agilent.com/chem/jp 
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◎B会場 
B-1： 6/27（土）15:30～15:40 
■会 社 名： 大原薬品工業株式会社 
■タイトル： 『原薬から製剤までの一貫製造』そのメリットと大原薬品工業のこだわり 
■概要 
 大原薬品工業の最大の特徴は、原薬から製剤まで一貫したジェネリック医薬品製造ラインを有

していることにあります。 

この企業プレゼンでは、そのメリットと品質へのこだわり、そして製剤化された製品が医療関係

者をはじめ、患者様に安心してお使いいただけるようなＰＴＰデザイン、更には錠剤への両面識

別コード印刷等、医療過誤防止への取り組みについてご紹介させていただきます。 

 
 
URL：http://www.ohara-ch.co.jp/ 

 
 
B-2： 6/27（土）15:40～15:50 
■会 社 名： 明治製菓株式会社 
■タイトル： あらゆる世代の人に「おいしさ、楽しさ、健康、安心」をお届けする明治製菓 

■概要 
90年以上お客様の信頼を育んできた明治製菓は、今年明治乳業と経営統合し、赤ちゃんからお年
寄りまで、あらゆる世代の人々に「おいしさ、楽しさ、健康、安心」をお届けできる企業になり

ました。お菓子から生まれた「明治ブランド」の親しみ易さを強みに、医薬品事業でも新薬メー

カーとして感染症と中枢神経系領域、また近年ジェネリック医薬品にも力を入れ、スペシャリテ

ィー＆ジェネリックファーマとして社会に貢献しています。 
 
 
URL：http://www.meiji.co.jp/medical 
 
 
B-3： 6/27（土）15:50～16:00 
■会 社 名： 日本ケミファ株式会社 

■タイトル： 患者さん、医療関係者にやさしいジェネリック医薬品 

■概要 
ジェネリック医薬品は、先発医薬品と生物学的同等性を確保されているのは勿論のこと、服用感、

識別性、安定性などに関しては、付加価値を高める工夫を行う余地が残されている。  

今回、利便性の高い剤形として評価を得ているグラニセトロン内服ゼリー「ケミファ」およびＰ

ＴＰシート等にユニバーサルデザインを用いたアムロジピン錠「ケミファ」を紹介する。 

 
 
URL：http://www.nc-medical.com/ 
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◎B会場 
B-4： 6/27（土）16:00～16:10 
■会 社 名： 日新製薬株式会社・日新薬品株式会社 

■タイトル： 日新の信頼できるジェネリック医薬品～高品質と付加価値、多剤形について～ 

■概要 
「その笑顔 いつまでも」  

開発、製造、信頼性保証、情報提供を日新製薬、ＭＲ活動、安定供給を日新薬品が分担し、 

“信頼は社員の心が作る、包装も供給も品質”を旨とし信頼できる医薬品を供給しています。ポ

リエチレンボトル注射剤の世界初の光滅菌、針無しで薬液吸引できるルアーフィットポリエチレ

ンボトルやＯＤ錠などの付加価値製剤、不採算製品の供給継続、委託製造で培った高水準の品質

と豊富な剤型、信頼できる医薬品で医療に貢献する事が日新の挑戦です。 

URL：http://www.yg-nissin.co.jp 
 
 
B-5： 6/27（土）16:10～16:20 
■会 社 名： 東和薬品株式会社 
■タイトル： 東和薬品の口腔内崩壊錠（OD 錠）～RACTAB について～ 
■概要 
医療関係者及び患者様にとって安価でかつより良質な医薬品を提供することが我々ジェネリック

医薬品メーカーの使命であり、口腔内崩壊錠はその一例である。OD 錠の開発では先発製剤と品
質、有効性及び安全性が同等以上であることに加え崩壊性と成形性，苦味抑制とザラツキの無い

服用感という相反する性質の両立が必要である。今回ファモチジン OD 錠を通じて独自に開発し
た RACTAB技術とその応用として開発したアムロジピン OD錠等の紹介を行う。 
 
URL：http://www.towayakuhin.co.jp/ 
 
 
B-6： 6/27（土）16:20～16:30 
■会 社 名： 埼京東和薬品株式会社 
■タイトル： ジェネリック医薬品総合販社としての、これまでの取り組みと、今後の計画 
■概要：弊社は埼玉県内で、ジェネリック医薬品に特化した地域集中型の活動を展開しています。

ジェネリック医薬品総合販社の利点を生かし、下記のような取り組みを行なっています。 
ジェネリック医薬品普及の為の、環境づくり 

 取扱い医薬品とメーカー数の充実 
 地域集中型による、配送体制の強化 
 スピーディーかつ正確な情報提供の実践 
 上記を実現する、販売管理システムの独自開発 
 ジェネリック医薬品の、一般生活者への啓蒙活動 

URL：http://www.saikyo-towa.co.jp/ 
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◎C会場 
C-1： 6/27（土）15:30～15:40 
■会 社 名： ホスピーラ・ジャパン株式会社 

■タイトル： ホスピーラ・ジャパン株式会社の特徴 

■概要 
ホスピーラ・ジャパンは米国シカゴに本社を置く，ホスピーラ社の日本法人として 2006 年から事

業を展開しています。ホスピーラ社は世界 50 カ国以上で製品の開発・販売を行っており，ジェネ

リック注射剤の領域においては世界のトップ企業です。抗がん剤や抗生物質を中心に，近年はバ

イオジェネリックの領域においても研究開発を進めています。グローバルジェネリックの日本へ

の提供を使命と考え，今後も精進を進めてまいります。よろしくお願いいたします。 

 
URL：http://www.hospira.co.jp 
 
 
C-2： 6/27（土）15:40～15:50 
■会 社 名： 田辺製薬販売株式会社 

■タイトル： 田辺製薬販売のジェネリック医薬品事業への取り組み 

■概要 
「田辺製薬販売」は田辺三菱製薬ｸﾞﾙｰﾌﾟの一員として信頼できるジェネリック医薬品（リライア

ブルジェネリック）をお届けします。 

田辺三菱製薬は、ジェネリック医薬品の普及のため 2008 年 4 月に田辺製薬販売を設立いたしまし

た。私たちは、田辺三菱製薬の伝統と確かな実績を受け継ぎ、安価で高品質のジェネリック医薬

品を、安定した供給体制で日本全国の医療提供施設にお届けします。 

 
URL：http://www.tanabe.co.jp/ 
 
 
C-3： 6/27（土）15:50～16:00 
■会 社 名： 日本化薬株式会社 

■タイトル： 抗がん剤ワンストップサービスの実現に向けて 

■概要 
弊社は、1969 年のブレオマイシン販売開始以来、40 年間一貫して抗がん薬およびがん関連薬剤の

開発、導入に取り組んでいます。現在、がん関連製品はジェネリック医薬品も含め、合計 30 品目

のラインナップとなりました。この領域に特化し医療に貢献し続けるために、これまでに培った

実績とノウハウを元に「スペシャリティ＆ジェネリックファーマ」として、情報提供活動に重点

を置き、患者さんと医療従事者にご満足いただける活動を心がけております。 

 
URL：http://mink.nipponkayaku.co.jp/ 
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◎C会場 
C-4： 6/27（土）16:00～16:10 
■会 社 名： 日本ジェネリック株式会社 
■タイトル： 日本ジェネリック株式会社の紹介 
■概要 
日本ジェネリックは調剤薬局チェーンの日本調剤の１００％子会社として、２００５年１ 

月に設立されました。設立後わずか４年で、製造工場を茨城県つくば市に２施設取得。自社 

製造に着手することで、ジェネリックメーカーとしてのさらなる信頼感、総合力をつける。 

また、この５月にも新製品をラインナップ。調剤薬局で使用頻度の高い製品の品揃えを行う 

一方で、注射剤の開発も進める。 

 

URL：http://www.nihon-generic.co.jp/ 
 
 
C-5： 6/27（土）16:10～16:20 
■会 社 名： 沢井製薬株式会社 
■タイトル： 沢井製薬㈱の概要と特徴 ～Ｍ１ ＴＲＵＳＴ～ 
■概要 
「なによりも患者さんのために」を企業理念とする活動により、2009 年 3 月期における売上高は

443 億円、ジェネリック医薬品市場全体の約 9％(当社推定)となっております。 

ＧＥ企業の競争環境が一層激化する中、新たな中期計画として「Ｍ１ ＴＲＵＳＴ ～みんなで

一番 『信頼』を築く～」を掲げ、最も信頼される、存在感のあるＧＥ企業としての弊社の取り

組みをご説明致します。 
 
URL：http://www.sawai.co.jp/ 

 
 
C-6： 6/27（土）16:20～16:30 
■会 社 名： 日医工株式会社 
■タイトル： ジェネリック医薬品の安心安全使用のための日医工の取組み 
■概要 
国のＧＥ使用促進策にもかかわらず、医療関係者にはＧＥへの不信・不安があるといわれていま

す。医療関係者がＧＥを安心安全に使用していただくために、日医工は市販後のジェネリック医

薬品の有効性･安全性などの研究をまとめて情報提供しています。具体的には、カルテ調査による

ＧＥの臨床評価、ＧＥの先発医薬品との臨床比較研究などを紹介します。 

 

 

URL：http://www.nichiiko.co.jp/ 
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◎D会場 
D-1： 6/27（土）15:30～15:40 
■会 社 名： 光製薬株式会社 

■タイトル： 輸液をベースとした診断薬、治療薬への展開 

■概要 
輸液の製造販売メーカーとして、「医療現場が必要とする“水”」を 60 年以上製造してきた 

当社が、エッセンシャルドラックの技術と信頼を生かした『ジェネリック診断薬・治療薬』の分

野へ展開している現在の取り組みを紹介致します 

 
 
 
URL：http://www.hikari-pharm.co.jp 
 
 
D-2： 6/27（土）15:40～15:50 
■会 社 名： 高田製薬株式会社 

■タイトル： ～使いやすさ、飲みやすさを追求した特徴ある製剤開発～ 

■概要 
 私たちは独創的な製品の開発に注力しておりますので、使いやすさ、飲みやすさを追求して以

下のような製剤開発を行って参りました。 

・ 医療過誤の少ない注射剤の開発 
・ 安定性・利便性に優れたバイアルの採用 
・ ドライシロップ剤の開発 
・ 味を改良した製剤の開発 
・ 使用用途に応じた製剤の開発 等 

今回、特徴ある製剤について何品目かご紹介させて頂きます。 
URL：http://www.takata-seiyaku.co.jp/ 
 
 
D-3： 6/27（土）15:50～16:00 
■会 社 名： ニプロファーマ株式会社 
■タイトル： 変革するジェネリック医薬品市場とニプロファーマ 

■概要 
ニプロファーマは、ニプログループの一員として医薬品と医療機器の両分野の技術の融合によ

るキット製剤の開発という独創的な製品開発により医療に貢献してきました。 

現在、弊社を中心とするグループの医薬品事業は、積極的資本提携により企業連合を形成、経

口剤・注射剤・外用剤まであらゆる医薬品を製造できる生産体制が整っています。 

変革するジェネリック医薬品市場、品質、安定供給、情報提供にグループ内の関係企業が一体

となり対応致します。 

URL：http://www.np.nipro-pharma.co.jp/ 
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◎D会場 
D-4： 6/27（土）16:00～16:10 
■会 社 名： 共和薬品工業株式会社 

■タイトル： ジェネリック医薬品メーカーの情報提供―共和薬品の新たな取り組み― 

■概要 
共和薬品では、後発医薬品の安心使用促進アクションプログラムの通知を受け、医療関係者用情

報提供ホームページの充実を図った。次のステップとして、求められる情報提供媒体は何か、ど

のような情報提供が望まれるのか、アンケート調査を実施した。本発表では、ジェネリック医薬

品メーカーに求められる情報提供についてアンケート結果を基に考察し、当社の情報提供の新た

な取り組み（お問合せ対応システム導入と安全性情報メール配信サービス）について紹介する。

 
URL：http://www.kyowayakuhin.co.jp/amel-di/ 
 
 
D-5： 6/27（土）16:10～16:20 
■会 社 名： エルメッドエーザイ株式会社 
■タイトル： エルメッド エーザイ製品の特徴～ジェネリック医薬品に hhc マインドを込めて～

■概要 
エルメッド エーザイ（株）はエーザイ（株）100％出資の子会社として 1996 年に設立され、2007

年よりは、エーザイ（株）国内営業体制（医療用医薬品・一般用医薬品・診断薬・ジェネリック

医薬品の４部門を束ねた）の元、付加価値型ジェネリック医薬品を中心に販売を行なっています。

バリアフリーを志向した製剤開発や包装の工夫、医療関係者の先生方の信頼に応える情報提供へ

の取り組みを紹介させていただきます。 
 
URL：http://www.emec.co.jp 
 
 
D-6： 6/27（土）16:20～16:30 
■会 社 名： 株式会社メディカルアーキテクツ 
■タイトル： ＤＰＣデータが語る！！ジェネリック動向 
■概要 
約 1500 病院がＤＰＣデータを作成、提出している。ＤＰＣデータを用いれば、各病院におけるジェネリック

の使用実態が把握できる。ＤＰＣを背景に、ジェネリック導入が進んでいる一方、導入には二の足を踏む

医療機関も存在している。 

弊社が集めた約 700 病院のＤＰＣデータを使い、動向を分析した。どのような領域でジェネリック導入が進

んでいるのか？施設のタイプや地域性による違いはあるのか？様々な角度から実証的に報告したい。 

 

URL：http://www.mediarc.co.jp/index.html 
 


